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ス ポ ー
ッ ク リ ニ ッ ク

ス ポ ーツ 傷害

○小柳好生 ， 水沢克子 ， 今井純子 ， 棚木聖也 ， 白木仁 ， 下條仁士
， 河野

一
郎 ，

　松田光生 ， 宮永豊 ， 杤堀申二 ，林浩
一

郎 （筑波大学体育 ・臨床医 ）

OYOSHIO　KOYANAGI，KATSUKO　MIZUSAWA，
　JUNKO　I｛AI，SE工YA　MASEGI，

　HITOSH工　S｝1工RAKI，HITOSHI　S［｛IMOJO［J，　ICH工ROe　KOUNO，
　MITSUO　MATSUDA，

　YUTAKA　MIYANAGA，　SH工NJI　TOCHIBORI， ICHIROU　HAYASHI　（Univ，　of 　Tsukuba）

〈 は じめ に 〉

筑波大学で は 、
ス ポー

ツ傷害に対する アス レテ ィ ッ

ク ・リハ ビ リテ
ーシ ョ ンの 確立 ・実践 を 目指し て 、

昭和
．
62 年 12 月よ り医学系及び体育系合同の プ ロ

ジェ ク トチ
ーム によ っ て 「ス ポーツ ク リニ ッ ク 」 が

開設され 、 昭和 63 年 3 月には 「トレーナーズ ルー

ム 」 が設置 された 。 そ こ で 今回 は 、 設置か ら平成元

年 8月 まで の活動 ・利用状況に つ い て報告す る
。

＜ トレ
ー

ナ
ーズル ーム の特徴＞

1）グ ラ ン ド・体育館 に隣接した場所に設置さ れ て い

る。

2）開室時間が各クラブの 練習時間をカバ ーで きる よ

うに設定して い る 。

3）ス タ ッ フ として ク ラ ゴに関与 し て い る大学院生が

活動 して い る 。 　　　　　　　　 、

轟鑼 講 撫 鸚 望晶鸚 蕪盖謐
うの に選手が利用しや す い 距離的 ・時間的位置に あ

る。

〈活動 ・利用状況〉

昭和 63 年 3月から平成元年 8月まで の 18 ヶ 月間

の 開室 日数は 4
”
22 日、 来室 した新患者数は

1052 名 、 再来を含む延べ 利用者数は 7704 名

で 1 日平均 18 ．3 名が利用 した 。 新患者 1052

名の うち医療機関を受診せ ず に トレーナ
ーズル

ーム

だけ利用 した選手は 809 名 で 、大腿 ・下腿の傷害

の うち 85 ％の 者が 、 肩関節 ・肘関節の 傷害の うち

40 ％の 者が医療機関を利用せずに トレーナ ーズ ル

ーム を直接利用した。競技種 目別新患者の割合は 、

多 い 順に陸上競技 、 サ ッ カー
、

バ ス ケ ッ トボール 、

柔道、ア メ リカ ン フ ッ トボール 、 ラ グビーで全体の

62 ．3 ％を占め て い る 。
こ の 6競技それぞれに つ

い て 受傷部位 ・受傷機転か ら特微を見ると、陸上競

技部はハ ム ス トリ ン グや 四 頭筋 の 肉離れな どの 大腿

部の 爾害が多か っ た。ス プ リ ン ト系や跳躍系で は肉

離れや捻挫など の 外傷が、中 ・長距離で はオーバー

ユ ース による障害が多か っ た 。
サ ッ カー部で は足関

節の 捻挫 、 大腿部の 肉離れ
・打撲に よ り来室する場

合が多くみ られた。打撲は膝関節や下腿部で も多か

っ た 。
バ ス ケ ッ トボール 部で は、人の 足に乗っ た り、

ジ ャ ンプ した後の 着地に失敗した と き に足関節 の捻

挫を受傷 して お り 、 腰部の 傷害は 女子部員に多か っ

た 。 柔道部で は受身 を取 り損な p て 肩鎖関節の 捻挫

を した り 、 関節技を掛け られ て肘関節 の 靱帯を損傷

する こ と が他 の 競技 に見られな い と こ ろ で あ っ た。

アメ リカン フ ッ トボ
ール 部の膝関節受傷者は手術を

要す るような重篤な場合が多 くあ っ た 。 ラグビー部

で は肩関節 、 膝関節の傷害が多か っ た が．タ ッ ク ル

やあた りが受傷機転 と な っ て い た。各競技種 目別 の

受傷部位 ・受傷機転 を 、 個 々 の選手に つ い て分析す

る と 、 傷害が不可抗力なも の ばか りで な く 、 技術や

体 力が誘因とな っ て い る 場合も多か っ た。

＜ま と め ＞

1）現場に近 い と こ ろ に設置さ れ て い る た め に医療機

関を受診し て い な い も の を含め多くの 選手に利用さ

れて い た。

2）ス タ ッ フがク ラ ブと密接な関係を持 っ て い るた め

受傷状況を把握で き フ ィ
ー

ドバ ッ ク を充分行えた。

3）ス ポーツ ク リ ニ ッ ク と トレ ーナーズルーム との 連

絡が密に取れ選手 の 回復状態に 応 じた指示が 出せた e

陸 上競技
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